
は
じ
め
に

　

今
回
は
ア
ッ
ト
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
が
、
二
回
に
わ
た
っ
て
入
札
に
繰

り
返
し
登
場
し
た
古
筆
手
鑑
を
中
心
に
見
て
み
よ
う
。
最
初
に
登
場
し

た
の
が
、
東
京
美
術
倶
楽
部
の
大
正
十
四
年
四
月
十
三
日
入
札
『
今
村

繁
三
氏
蔵
品
入
札
目
録
』
で
あ
る
。
そ
の
目
録
の
八
六
番
に
「
古
筆
手

鑑　

銘
筆
陣
」
と
し
て
十
八
点
の
古
筆
切
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

あ
ま
り
大
き
な
図
版
で
は
な
く
、
鮮
明
で
も
な
い
の
で
、
解
読
に
苦
労

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
手
鑑
は
、
二
年
後
の
昭
和
二
年
四
月
十
一
日
、

場
所
は
再
び
東
京
美
術
倶
楽
部
、『
香
雪
斎
山
内
氏
第
二
回
・
籾
山
髻

華
氏
蔵
品
入
札
目
録
』
の
二
番
に
「
古
筆
手
鑑　

筆
陣
」
と
し
て
掲
載

さ
れ
た
。
図
版
の
点
数
は
同
じ
く
十
八
点
で
あ
る
が
、
若
干
掲
載
作
品

が
異
な
っ
て
い
る
。
写
真
は
こ
ち
ら
の
方
が
大
き
く
て
鮮
明
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
後
者
の
山
内
・
籾
山
両
家
の
入
札
目
録
を
先

ず
取
り
上
げ
、
今
村
氏
の
目
録
に
だ
け
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
の

後
に
補
う
こ
と
に
し
よ
う
。
手
鑑
収
録
作
品
以
外
の
古
筆
切
に
は
今
回

は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

さ
て
、『
香
雪
斎
山
内
氏
第
二
回
・
籾
山
髻
華
氏
蔵
品
入
札
目
録
』

は
縦
二
十
一
・
二
セ
ン
チ
、
横
二
十
一
・
三
セ
ン
チ
の
ほ
ぼ
正
方
形
の

升
型
本
で
あ
る
。
こ
う
い
う
変
形
の
入
札
目
録
は
た
ま
に
あ
る
こ
と
は

あ
る
が
、
か
な
り
珍
し
い
。
他
方
、
今
村
氏
の
入
札
目
録
の
方
は
通
常

の
Ａ
５
版
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
目
録
も
古
筆
手
鑑
の
部
分
は
横
長
の
紙

を
折
り
畳
ん
で
綴
じ
込
ん
で
あ
る
。

　
「
香
雪
斎
山
内
氏
第
二
回
・
籾
山
髻
華
氏
」
の
方
か
ら
見
て
い
こ
う
。
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古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
五
）
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入
札
目
録
の
写
真
か
ら
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小　

島　

孝　

之



一　

昭
和
二
年
四
月
十
一
日 

　
　
 　「
香
雪
斎
・
籾
山
氏
入
札
目
録
」

１
�
ま
ず
最
初
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
慈
覚
大
師
（
琴
山
印
）」

の
極
札
を
持
つ
経
切
で
あ
る
。
一
行
十
四
、
五
行
書
き
の
写
経
で
、
こ

う
し
た
一
行
十
七
字
の
標
準
に
従
わ
な
い
写
経
は
、
注
疏
や
論
書
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。
伝
慈
覚
大
師
の
一
行
十
二
、
三
字
書
き
の
い
わ
ゆ
る

「
西
塔
切
」
は
『
注
唯
摩
詰
経
』
の
断
簡
で
、
国
宝
『
藻
塩
草
』、
国
宝

『
見
ぬ
世
の
友
』（
こ
ち
ら
は
無
動
寺
切
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
な
ど
に
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
筆
跡
の
よ
く
似
た
『
涅
槃
経
』
の
注
疏
は
大
東
急
記

念
文
庫
蔵
重
文
大
手
鑑
（
鴻
池
家
旧
蔵
）
や
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
『
墨

叢
』
等
に
押
さ
れ
て
い
る
。
当
該
断
簡
の
内
容
は
『
大
般
涅
槃
経
』
で

あ
る
か
ら
、
後
者
は
ツ
レ
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
大
東
急
の
も
の

は
筆
跡
の
特
徴
は
よ
く
似
て
い
る
も
の
の
、
一
行
の
字
数
が
若
干
少
な

い
。『
墨
叢
』
所
収
の
断
簡
は
、
一
行
の
字
数
が
十
四
、
五
行
で
、
下

部
を
や
や
小
ぶ
り
の
文
字
で
詰
め
て
書
い
て
い
る
体
裁
が
当
該
断
簡
と

似
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
ツ
レ
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
図
１
）

 
   ．

　
　
　

如
是
於
諸
善
法
最
為
殊
勝
善
男
子
如
諸

　
　
　

王
中
転
輪
聖
王
為
最
第
一
不
放
逸
法
亦

　
　
　

復
如
是
於
諸
善
法
為
最
第
一
善
男
子

２
�「
弘
法
大
師
（
鑑
定
印
な
し
）」

　

仏
書
の
断
簡
六
行
で
あ
る
。
伝
弘
法
大
師
筆
の
仏
書
と
し
て
最
も
著

名
な
も
の
は
「
東
寺
切
」
と
称
さ
れ
る
『
判
比
量
論
』
の
断
簡
で
あ
ろ

う
。
新
羅
の
元
暁
の
著
し
た
著
作
で
あ
る
が
、
今
は
失
わ
れ
て
そ
の
全

文
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
佚
書
で
あ
る
。「
内
家
私
印
」
の
印
が
押

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
光
明
皇
后
の
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
四
十
二
年
九
月
に
神
田
喜
一
郎
氏
の
所
蔵
一
巻
の
複
製
が
印

行
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
な
研
究
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
判
比
量

論
』
の
断
簡
も
わ
ず
か
な
が
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
東
寺
切
」

   ．
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の
書
体
と
類
似
し
た
書
体
で
筆
者
さ
れ
た
別
の
仏
書
の
断
簡
が
あ
り
、

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
大
手
鑑
（
鴻
池
家
旧
蔵
）
や
白
鶴
美
術
館
蔵
大
手

鑑
（
水
谷
川
家
旧
蔵
）
な
ど
に
あ
る
。
本
断
簡
は
お
そ
ら
く
こ
の
大
東

急
や
白
鶴
の
も
の
の
ツ
レ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
解
読
は
甚
だ
難

し
い
の
で
、
今
回
は
翻
刻
を
割
愛
し
後
考
に
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

（
図
２
）

３
�「
弘
法
大
師
（
琴
山
印
）」

　

こ
れ
こ
そ
、
右
に
述
べ
た
「
東
寺
切
」
で
あ
り
、『
判
比
量
論
』
の

断
簡
で
あ
る
。「
東
寺
切
」
は
右
に
述
べ
た
神
田
喜
一
郎
氏
蔵
一
巻
の

他
に
、
三
井
文
庫
蔵
重
文
手
鑑
「
高
松
帖
」、
畠
山
記
念
館
蔵
手
鑑

「
あ
け
ぼ
の
」、
五
島
美
術
館
蔵
手
鑑
「
染
紙
帖
」、
河
野
記
念
館
蔵
手

鑑
「
藁
叢
」
な
ど
の
手
鑑
に
貼
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
落
合
博
志
氏
蔵
の

   ．

一
枚
が
『
古
筆
へ
の
誘
い
』（
平
成
十
七
年
三
月
、
三
弥
井
書
店
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
十
点
程
度
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、

本
断
簡
は
貴
重
な
一
枚
で
あ
る
。
一
応
解
読
を
試
み
て
み
よ
う
。

　
　
　

実
有
真
如
白
不
摂
故
亦
有
所
依
不
成
因
過
解
云
此
中

　
　
　

有
（
法
）
転
彼
所
執
雖
不
摂
実
而
摂
所
執
故
無
有
法
不
成

　
　
　

宗
過
以
所
立
法
非
真
勝
義
唯
是
□
故
亦
無
所
依
不

　

三
行
目
の
□
は
何
と
い
う
文
字
か
見
当
が
つ
か
な
い
。
こ
れ
と
よ
く

似
た
文
字
を
落
合
氏
は
前
掲
書
で
「
還
」
か
、
と
読
ん
で
い
る
が
確
証

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
写
経
や
仏
書
の
解
読
、
出
典
の
確
認
な
ど
に
お

い
て
、
東
京
大
学
大
学
院
次
世
代
人
文
学
開
発
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て

い
る
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
恩
恵
は
測
り
知
れ

な
い
。
私
も
従
来
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
写
経
の
断
簡
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
出
典
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
活
用
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
散
逸
仏
典
の
内
容
を
明
か
に
す
る
こ
と
も

可
能
の
よ
う
に
も
思
う
。
し
か
し
、
今
は
そ
れ
だ
け
の
準
備
が
な
い
の

で
、
後
考
に
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。（
図
３
）
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４
�「
公
任
卿
（
印
は
不
鮮
明
）」

　

伝
藤
原
公
任
筆
の
「
下
絵
和
漢
朗
詠
切
」
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』

の
一
九
三
〜
一
九
八
番
ま
で
の
七
行
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
は
そ
の
後
、

こ
の
手
鑑
か
ら
剥
が
さ
れ
て
掛
け
軸
に
改
装
さ
れ
た
ら
し
く
、
現
在
は

東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
に
な
っ
て
い
る
。『
東
京
国
立
博
物
館
図
版

目
録
』
の
「
日
本
書
跡
篇
（
和
様
Ⅰ
）」
に
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

同
目
録
に
よ
れ
ば
、
個
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
な
お
、

『
古
筆
学
大
成
』
に
は
個
人
蔵
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、『　
’７４

日
本
書
芸
院
展
図
録
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
図
版
・
翻
刻
と

も
割
愛
す
る
。

５
�「
藤
原
公
任
卿
（
鑑
定
印
な
し
）」

　
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
伝
藤
原
公
任　

拾
遺
和
歌
抄
切
（
一
）」
と
分

類
し
て
い
る
も
の
の
ツ
レ
で
あ
ろ
う
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、
こ
れ
ま
で

の
種
々
の
集
成
類
か
ら
本
断
簡
は
漏
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意

   ．   ．

味
で
は
紹
介
し
て
お
く
意
義
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。『
拾
遺
抄
』
の
巻
三
、

一
三
一
番
下
句
〜
一
三
三
番
作
者
名
、
に
当
た
る
。
一
三
二
番
歌
の
末

句
が
「
こ
ゑ
ぞ
か
な
し
き
」
と
あ
る
が
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
、

「
こ
ゑ
ぞ
き
こ
ゆ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。（
図
４
）

　
　
　

を
し
む
に
た
ひ
の
ひ
か
す
へ
ぬ
へ
し

　
　
　
　
　

た
い
よ
み
人
し
ら
す

　
　
　

と
ふ
人
も
い
ま
は
あ
ら
し
の
山
か
せ
に

　
　
　

ひ
と
ま
つ
む
し
の
こ
ゑ
そ
か
な
し
き

　
　
　
　
　

く
れ
の
秋
み
な
も
と
の
し
け
ゆ
き
か

　
　
　
　
　

せ
う
そ
こ
し
は
へ
り
け
る
か
へ
り
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね
も
り 
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６
�「
紀
貫
之
卿
（
鑑
定
印
な
し
）」

　

伝
紀
貫
之
筆
「
名
家
家
集
切
」
で
あ
る
。
内
容
は
『
興
風
集
』
の
歌

で
、『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
『
興
風
集
』
で
は
一
八
番
歌
に
相
当

す
る
。
た
だ
し
、
名
家
家
集
は
部
類
本
で
当
古
筆
切
以
外
に
伝
本
を
知

ら
な
い
。『
新
編
国
歌
大
観
』
に
は
所
収
さ
れ
ず
、『
私
家
集
大
成
』
に

は
「
興
風
Ⅲ
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
が
、
初
版
で
は
二
葉
二
首
分
に
止

ま
っ
て
い
た
。
増
補
版
で
九
葉
十
一
首
が
増
補
さ
れ
、
本
断
簡
の
部
分

も
収
録
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
増
補
版
は
見
て
い
な
い
の
で
未
確
認
）。

さ
ら
に
最
近
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
が
公
開
さ
れ
、
そ
こ
に
全
十
七
首
が

収
録
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
テ
キ
ス
ト
は
高
額
な
た
め
、
通

常
で
は
増
補
版
を
買
い
直
す
人
は
稀
で
あ
ろ
う
し
、
大
学
図
書
館
な
ど

で
も
再
度
購
入
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
増
補

版
で
補
わ
れ
て
も
、
知
る
人
ぞ
知
る
と
い
う
範
囲
に
情
報
が
止
ま
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
開
は
、
そ
う
い
う

意
味
で
も
極
め
て
意
義
深
い
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
我
が
成
城
大
学

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
は
、
こ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

極
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
当
断
簡
の
写
真
は
、
早
く
『
日

本
名
筆
全
集
』
に
補
遺
と
し
て
収
め
ら
れ
、
雑
誌
『
墨
美
』
の
特
集
号

に
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
『
古
筆
学
大
成
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る

の
で
、
図
版
と
翻
刻
は
割
愛
す
る
。 

   ．

７
�「
道
風
朝
臣
（
極
印
な
し
）」

　

い
わ
ゆ
る
「
小
島
切
」
で
、「
斎
宮
女
御
集
」
の
断
簡
で
あ
る
。『
私

家
集
大
成
』
Ⅳ
の
八
一
〜
二
番
に
当
た
る
。
す
な
わ
ち
、
本
断
簡
は

『
私
家
集
大
成
』
の
底
本
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』、『
日
本
名
跡
叢

刊
』、『
日
本
書
学
大
系
』
等
に
写
真
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
平
成

四
年
六
月
に
根
津
美
術
館
で
公
開
さ
れ
た
「
古
筆
名
葉
展
」
に
も
出
品

さ
れ
、
同
展
の
図
録
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
図
版
・
翻

刻
を
割
愛
す
る
。

８
�「
行
成
卿
（
極
印
な
し
）」

　

こ
れ
は
通
称
「
屏
風
詩
歌
切
」
と
呼
ば
れ
る
、
寛
仁
二
年
正
月
廿
一

日
に
摂
政
藤
原
頼
通
の
大
饗
の
料
と
し
て
作
ら
れ
た
大
和
絵
屏
風
の
色

紙
形
に
書
か
れ
た
漢
詩
と
和
歌
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
右
大
臣
藤
原

実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
に
筆
者
は
藤
原
行
成
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
「
屏
風
詩
歌
切
」
を
当
時
の
現
物
と
み
な
し
て
、
行
成
の

真
筆
と
見
な
す
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
行
成
の
子
の
行
経
の
筆
跡
と
い

う
説
も
あ
る
。
春
名
好
重
氏
は
、『
古
筆
大
辞
典
』
に
お
い
て
、
ど
ち

ら
の
説
も
否
定
し
て
、
書
写
時
代
は
行
経
の
時
代
と
見
な
し
て
い
る
。

当
断
簡
は
、『
古
筆
学
大
成
』
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
書
道
全
集　

平

安
Ⅱ
』
や
小
松
茂
美
著
『
古
筆
』
等
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
田
中
塊
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堂
編
『
つ
ち
く
れ
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
同
氏
の
所
蔵
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
こ
の
手
鑑
「
筆
陣
」
は
早
く
解
体
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
。
以
上
に
よ
り
、
こ
れ
も
図
版
・
翻
刻
を
割
愛
す
る
。

９
�「
行
成
卿
（
琴
山
印
）」

伝
行
成
筆
「
金
砂
子
切
」『
万
葉
集
』
巻
十
三
の
断
簡
。
写
真
は
『
定

本
書
道
全
集
』、『
古
筆
学
大
成
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
他
、
久
曽
神
昇

氏
の
所
蔵
品
を
収
め
た
『
私
撰
集
残
簡
集
成
』
に
載
る
の
で
、
久
曽
神

氏
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
そ
の
後
、
古
書
店
の
目
録
に
も
載

っ
た
の
で
、
現
在
の
所
蔵
者
は
他
に
移
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。

よ
っ
て
、
図
版
・
翻
刻
を
省
略
す
る
。

　

�「
源
俊
頼
朝
臣
（
牛
庵
印
）」

１０
　

伝
源
俊
頼
筆
「
民
部
切
」『
古
今
集
』
の
断
簡
。
巻
十
四
の
七
三
五

番
歌
の
作
者
名
か
ら
七
三
六
番
歌
の
詞
書
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。「
民

部
切
」
は
平
安
期
の
も
の
と
し
て
は
非
常
に
多
く
の
断
簡
が
残
っ
て
お

り
、
約
六
十
点
ほ
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
断
簡
は
い
ず
れ
に
も
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、『
古
筆
学
大
成
』
に
も
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
の
か
は
不
明
と
い
う
し
か
な
い
が
、
偽
物
と
い
う
判
断
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
小
さ
な
写
真
か
ら
は
真
偽
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
困

   ．   ．

難
な
の
で
、
取
り
敢
え
ず
載
せ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。（
図
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
伴
く
ろ
ぬ
し

　
　
　

■
も
ひ
い
て
ゝ
こ
ひ
し
■
と
き
は
は
つ
か
り
の

　
　
　

な
き
て
わ
た
る
と
ひ
と
し
る
ら
め
や

　
　
　
　
　

右
の
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
す
ま
す

　
　
　
　
　

な
り
に
け
れ
は
か
の
む
か
し
お
こ
せ

　
　
　
　
　

た
り
け
る
ふ
み
と
も
を
と
り
あ
つ
め
て

　
　
　
　
　

か
へ
す
と
て
よ
み
て
を
く
り
け
る
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「
民
部
切
」
は
具
引
き
地
の
上
に
白
雲
母
で
唐
草
な
ど
の
型
文
様
を
刷

り
出
し
た
唐
紙
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
保
存
状
態
に
よ
っ
て
は
剥
落

し
て
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
本
断
簡
も
中
央
付
近
が
横

に
読
み
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
拡
大
鏡
を
使
っ
て
辛
う
じ
て
読
め
た
箇

所
も
写
真
の
複
写
で
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な
く
な
る
。
あ
る
い
は
、『
古

筆
学
大
成
』
が
収
録
し
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
翻
刻

中
で
■
と
し
た
箇
所
は
拡
大
鏡
を
使
っ
て
も
読
め
な
か
っ
た
部
分
で
あ

る
。

　

�「
俊
頼
朝
臣
（
極
印
な
し
）」

１１
　

伝
源
俊
頼
筆
「
東
大
寺
切
」。『
三
宝
絵
』
上
巻
第
十
二
話
の
断
簡
。

こ
の
断
簡
は
古
く
は
山
田
孝
雄
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
も
い
く
度
か

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
、『
古
筆
学
大
成
』、『
日
本
名
跡
叢
刊
』

な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
私
は
所
蔵
者
に
実
物
を
調
査
す
る
機
会
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
り
得
た
情
報
を
掲

げ
て
お
こ
う
。
料
紙
の
寸
法
が
、
縦
二
十
四
・
二
セ
ン
チ
、
横
十
五
・

〇
セ
ン
チ
、
界
高
二
〇
・
五
セ
ン
チ
で
、
具
引
き
地
に
白
雲
母
の
型
押

し
で
芥
子
の
紋
様
を
捺
し
て
い
る
。
図
版
、
翻
刻
と
も
周
知
で
あ
ろ
う

か
ら
、
省
略
す
る
。

 
   ．

　

�「
小
野
道
風
（
極
印
不
鮮
明
）」

１２
　

綾
地
の
裂
地
に
書
か
れ
て
お
り
、『
古
筆
学
大
成
』
は
こ
れ
を
掲
げ

て
、「
藤
原
佐
理
筆　

綾
地
切
白
氏
文
集
」
の
ツ
レ
と
認
定
し
て
い
る
。

小
松
茂
美
氏
は
こ
れ
に
付
属
す
る
「
道
風
」
と
す
る
極
札
を
、
二
代
目

古
筆
了
栄
の
も
の
と
す
る
。
損
傷
甚
だ
し
く
判
読
困
難
な
箇
所
が
多
い
。

内
容
は
『
白
氏
文
集
』
巻
三
の
「
新
楽
府
」
中
の
「
華
原
磬
」
の
一
部

で
あ
る
。
極
札
ま
で
含
め
た
写
真
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
写
真
の
み
載

せ
て
お
く
。
翻
刻
は
割
愛
す
る
。（
図
６
）
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�「
佐
理
卿
（
琴
山
印
）」

１３
　

伝
藤
原
佐
理
筆
「
通
切
」
の
断
簡
。『
古
今
集
』
巻
二
十
、
一
○
九

五
〜
一
〇
九
六
番
歌
ま
で
。
春
名
好
重
氏
『
古
筆
大
辞
典
』
の
解
説
に

よ
る
と
、
上
下
二
巻
の
う
ち
、
上
巻
は
昭
和
二
十
七
年
ま
で
、
名
古
屋

の
関
戸
家
に
完
本
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
後
半
分
ほ
ど
が
切
断
さ
れ
た

と
い
う
。
一
方
下
巻
は
江
戸
時
代
に
す
で
に
切
断
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、

国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
な
ど
あ
ち
こ
ち
に
分
散
し
て
い
る
。
春
名

氏
は
、「
巻
十
六
の
断
簡
は
残
っ
て
い
な
い
ら
し
い
」
と
し
て
い
る
が
、

『
古
筆
学
大
成
』
に
は
二
枚
の
断
簡
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の

巻
の
断
簡
が
現
存
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
断
簡
も
『
古
筆
学
大

成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
写
真
・
翻
刻
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す

る
。

　

�「
小
大
君
（
極
印
な
し
）」

１４
　

伝
小
大
君
筆
「
香
紙
切
」
で
『
麗
花
集
』
の
断
簡
。『
麗
花
集
』
は

完
本
が
現
存
せ
ず
、
佚
文
の
持
つ
意
味
は
格
別
重
い
。
こ
れ
ま
で
に
も

多
く
の
人
々
が
佚
文
の
蒐
集
に
努
め
て
お
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に

も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
断
簡
は
、
そ
の
歌
番
号
二
八
〜
二
九
番
に
あ

た
る
も
の
。
な
お
未
収
載
の
断
簡
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
断
簡
の
写

真
は
『
古
筆
学
大
成
』
や
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る

   ．   ．

の
で
、
図
版
・
翻
刻
を
割
愛
す
る
。

　

�「
坊
門
局
（
琴
山
印
）」

１５
　

伝
坊
門
局
筆
「
小
松
切
」
の
断
簡
で
、『
拾
遺
抄
』
巻
一
、
四
八
〜

五
一
番
の
部
分
で
あ
る
。
本
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
ほ
か
に
紹
介
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
る
。（
図
７
）

 
   ．
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さ
は
水
に
か
は
つ
な
く
な
り
や
ま
ふ
き
の
う
つ
ろ
ふ
か

　
　
　

け
や
そ
こ
に
み
ゆ
ら
む

　
　
　

わ
か
や
と
の
や
へ
山
ふ
き
の
ひ
と
え
た
に
ち
り
の
こ
ら
な
む

　
　
　

は
る
の
か
た
み
に

　
　
　
　
　

亭
子
院
哥
合
に　
　
　
　
　

坂
上
是
則

　
　
　

は
な
の
い
ろ
を
う
つ
し
と
ゝ
め
よ
か
ゝ
み
山
春
よ
り

　
　
　

の
ち
の
か
け
や
み
ゆ
る
と

　
　
　
　
　

た
い
よ
み
人
し
ら
す

　
　
　

と
し
の
う
ち
は
み
な
春
な
か
ら
く
れ
な
ゝ
む
花
見

　
　
　

て
た
に
も
う
き
世
す
く
さ
む

　

小
松
切
は
ど
の
伝
本
系
統
に
も
属
さ
ぬ
特
異
な
本
文
を
持
つ
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
本
断
簡
に
お
い
て
も
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
本
文
と

は
異
同
が
多
い
。

　

�「
西
行
法
師
（
極
印
な
し
）」

１６
　

西
行
筆
の
「
佚
名
歌
集
切
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
。
全
部
で
九
葉

が
知
ら
れ
て
お
り
、
寂
然
の
歌
集
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
古
筆
学
大
成
』
に
は
八
葉
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本
断
簡
も

個
人
蔵
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。 

   ．

　

�「
西
行
法
師
（
鑑
定
者
不
明
鑑
定
印
）」

１７
　

こ
の
極
札
に
押
さ
れ
て
い
る
鑑
定
印
は
寡
聞
に
し
て
未
だ
他
に
見
た

こ
と
が
な
く
、
誰
の
も
の
か
分
か
ら
な
い
。
識
者
の
御
示
教
を
得
た
い
。

消
息
の
断
簡
で
あ
り
、
到
底
西
行
の
筆
跡
と
は
思
え
な
い
。
こ
こ
に
は

写
真
の
み
複
写
し
て
お
き
、
翻
刻
は
割
愛
す
る
。（
図
８
）

　

�「
寂
蓮
法
師
（
極
印
な
し
）」

１８
 　
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
巻
上
、
一
一
七
番
で
あ
る
が
、
寂
蓮
筆
と
伝
称

さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
筆
切
は
数
種
あ
る
。
そ
の
中
で
天
地
に

界
が
あ
り
、
罫
線
の
な
い
も
の
は
、『
古
筆
学
大
成
』
が
「
大
坂
切
」
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と
呼
ぶ
も
の
の
他
、
幾
つ
か
別
筆
の
も
の
が
存
在
す
る
。
本
断
簡
と
ツ

レ
に
な
る
も
の
が
あ
る
か
、
判
断
し
が
た
い
。
強
い
て
言
え
ば
、「
大

坂
切
」
が
一
番
似
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
断
定
は
到
底
で
き
な
い
。

こ
こ
に
は
、
図
版
と
翻
刻
の
み
を
掲
げ
、
後
考
に
俟
つ
の
み
。（
図
９
）

　
　
　

誰
謂
水
無
心
濃
艶
臨
兮
波
変
色
誰
謂
花
不
語

　
　
　

軽
漾
激
兮
影
動
脣　

花
光
浮
水
上
」
菅
三
品

二　

大
正
十
四
年
四
月
十
三
日 

　
 　
『
今
村
繁
三
氏
入
札
目
録
』

　

こ
こ
か
ら
は
、
昭
和
二
年
の
目
録
に
は
写
真
が
な
く
、
大
正
十
四
年

の
今
村
家
の
入
札
目
録
に
の
み
写
真
が
あ
る
も
の
を
補
っ
て
お
き
た
い
。

　

�「
御
子
左
忠
家
卿
（
極
印
な
し
）」

１９   ．

　

本
断
簡
は
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
の
一
部
。
い
わ
ゆ
る
「
柏
木
切
」
で

あ
る
。『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
よ
る
と
、
本
断
簡
は
、
二
三
六
番
の

「
永
長
元
年
五
月
廿
五
日　

権
中
納
言
匡
房
歌
合
」
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
歌
合
は
、『
歌
合
大
成
』
に
よ
れ
ば
わ
ず
か
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
三
葉

が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
内
Ａ
と
Ｃ
は
田
中
親
美
氏
が

写
し
た
も
の
に
よ
り
、
Ｂ
は
某
家
蔵
手
鑑
の
写
真
を
売
立
目
録
に
よ
っ

て
調
査
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
売
立
目
録
が
お
そ
ら
く
こ
こ
で

見
て
い
る
今
井
家
の
入
札
目
録
で
あ
り
、
手
鑑
と
い
う
の
が
、「
筆
陣
」

を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。『
歌
合
大
成
』
の
翻
刻
は
極
め
て
正
確
で

あ
る
が
、
写
真
が
な
い
の
で
書
写
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が

惜
し
い
と
い
え
ば
惜
し
い
点
で
あ
ろ
う
。
本
断
簡
は
右
の
萩
谷
氏
の

『
歌
合
大
成
』
以
外
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
て

お
く
。
萩
谷
氏
が
歌
４
は
カ
タ
カ
ナ
で
哺
入
さ
れ
て
い
る
旨
を
注
記
し

て
い
る
が
、
写
真
に
よ
り
、
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
る
。（
図　

）
１０
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図１０



　
　
　

四
番　

蛍

　
　
　
　
　

左
勝

　
　
　

た
か
せ
ふ
ね
か
ゝ
り
も
さ
ゝ
す
お
ほ
ゐ
か
は
み
き

　
　
　

は
の
ほ
た
る
ひ
ま
し
な
け
れ
は

ミ
ツ
ノ
オ
モ
ニ
ウ
ツ
レ
ル
ホ
シ
ト
ミ
エ
ツ
ル
ハ
サ
ハ
ノ
ホ
タ
ル
ノ
ヒ
カ
リ
ナ
リ
ケ
リ

　
　
　

五
番　

水
鶏

　
　
　
　
　

左
勝

　
　
　

な
つ
の
よ
を
た
ゝ
く
ゝ
ひ
な
に
ほ
と
も
な
く
あ

　

�「
行
成
卿
（
極
印
な
し
）」

２０
　

伝
藤
原
行
成
筆
の
「
実
方
集
」
断
簡
で
あ
る
。「
実
方
集
」
の
『
新

編
国
歌
大
観
』
の
番
号
で
い
え
ば
、
六
四
番
歌
の
下
句
か
ら
六
七
番
歌

の
下
句
ま
で
で
、『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
原
寸
大
の
写
真

が
あ
る
の
で
、
割
愛
す
る
。

　

�「
後
京
極
殿
良
経
公
（
琴
山
印
）」

２１
 　
『
千
載
集
』
の
断
簡
。
巻
三
の
一
八
一
番
歌
下
句
〜
一
八
四
番
歌
の

作
者
名
ま
で
。
伝
良
経
筆
の
『
千
載
集
』
は
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は

一
葉
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
伝
二
条
為
氏
筆
」

と
さ
れ
る
「
千
載
集
切
（
一
）」
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、

   ．   ．

一
応
別
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に
良
経
筆
の
「
千
載
集
切
」
と
し
て

は
、『
続
々
国
文
学
古
筆
切
入
門
』
に
掲
載
さ
れ
る
藤
井
隆
氏
蔵
の
一

葉
と
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
・
第
四
集
』
に
収
め
ら
れ
る
田
中
登
氏

蔵
の
一
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
古
筆
切
大
成
』
所
収
断
簡
と
は
異
な

る
。
本
断
簡
は
結
局
、『
古
筆
学
大
成
』
所
収
断
簡
の
ツ
レ
と
見
て
お

き
た
い
。
古
筆
切
の
伝
称
で
は
、
後
京
極
流
の
筆
跡
で
や
や
新
し
い
感

じ
の
す
る
も
の
を
二
条
為
氏
筆
と
鑑
定
し
て
い
る
例
が
多
く
、
ツ
レ
を

探
す
場
合
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
本
断
簡
は
伝
為
氏
筆
の
ツ
レ
と
も
紛

ら
わ
し
く
、
断
定
し
に
く
い
面
が
あ
る
。（
図　

）
１１
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し
つ
や
の
こ
す
け
く
ち
や
し
ぬ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
参
議
親
隆

　
　
　

五
月
雨
に
み
つ
の
み
つ
か
さ
ま
さ
る
ら
し

　
　
　

み
を
の
し
る
し
も
み
え
す
な
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　
　
　

五
月
雨
は
た
く
も
の
け
ふ
り
う
ち
し
め
り

　
　
　

し
ほ
た
れ
ま
さ
る
す
ま
の
う
ら
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
清
輔
朝
臣

　

�「
俊
成
卿
（
極
印
な
し
）」

２２
　

伝
藤
原
俊
成
筆
「
御
家
切
」。『
古
今
集
』
巻
二
、
一
二
九
番
歌
か
ら

一
三
一
番
歌
詞
書
と
作
者
名
ま
で
。
俊
成
筆
の
「
古
今
集
切
」
は
真
筆

本
の
断
簡
が
数
種
あ
る
が
、「
御
家
切
」
は
俊
成
と
し
て
は
比
較
的
早

い
時
期
の
書
写
本
と
す
る
説
が
通
行
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
春
名
好
重

氏
は
『
古
筆
大
辞
典
』
の
解
説
に
お
い
て
、「
御
家
切
」
は
俊
成
と
は

別
筆
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
本
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人

蔵
と
し
て
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。

　

�「
京
極
黄
門
定
家
卿
（
琴
山
印
）」

２３
　

伝
藤
原
定
家
筆
の
『
後
撰
集
』
断
簡
で
あ
る
。
伝
定
家
筆
の
「
後
撰

   ．   ．

集
切
」
と
い
う
と
、「
紹
巴
切
」
が
有
名
で
、
残
存
数
も
非
常
に
多
い
。

「
紹
巴
切
」
に
も
模
写
本
説
が
あ
る
が
、
定
家
の
筆
跡
に
よ
く
似
て
い

る
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
定
家
の
筆
跡
に
あ
ま
り
似
て

い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
「
定
家
」
筆
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
『
後
撰
集
』

の
断
簡
が
、『
古
筆
学
大
成
』
に
二
種
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
断
簡
は

そ
の
う
ち
の
（
一
）
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ツ
レ
。
他
に
紹
介
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
。（
図　

）
１２
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後
撰
和
哥
集
巻
第
三

　
　
　
　

春
下

　
　
　
　
　

贈
太
政
大
臣
あ
ひ
わ
か
れ
て
の
ち
あ
る
と
こ
ろ
に
て

　
　
　
　
　

そ
の
こ
ゑ
を
き
ゝ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き
た
ゝ
の
朝
臣
の
母*  

　
　
　

う
く
ひ
す
の
な
く
な
る
こ
ゑ
は
む
か
し
に
て

　
　
　

わ
か
身
ひ
と
つ
の
あ
ら
す
も
あ
る
か
な

　
　
　
　
　

さ
く
ら
の
は
な
を
か
め
に
さ
せ
る
か
ち
り
け
る

　
　
　
　
　

を
見
て
中
務
に
つ
か
は
し
け
る

　

＊
作
者
名
の
下
に
二
行
割
注
で
「
右
大
臣
顕
忠
／
大
納
言
■
女
」
と

あ
る
。（
■
は
判
読
困
難
）

　

�「
俊
忠
卿
（
極
印
不
鮮
明
）」

２４
　

伝
藤
原
俊
忠
筆
「
二
条
切
」
す
な
わ
ち
、
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
の
断

簡
。『
歌
合
大
成
』
の
一
二
二
番
「
長
元
五
年
十
月
十
八
日　

上
東
門

院
彰
子
菊
合
」
の
一
番
歌
。
従
来
、『
歌
合
大
成
』
は
本
目
録
に
よ
り
、

本
文
を
作
成
し
て
い
た
が
、
写
真
は
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
よ

う
な
の
で
、
こ
こ
に
掲
出
し
て
お
こ
う
。（
図　

）
１３

   ．

　
　
　

風
の
は
し
た
な
き
ま
て
あ
か
き
月
に
き
り
ふ
か

　
　
　

き
さ
ほ
の
か
は
へ
ま
て
き
に
け
る
に
や
と
ち
と
り

　
　
　

な
く

　
　
　

か
は
き
り
に
ま
よ
は
ぬ
月
は
う
き
身
さ
へ

　
　
　

心
も
そ
ら
に
す
む
よ
な
り
け
り

　

�「
寂
蓮
法
師
（
極
印
不
鮮
明
）」

２５
　
『
公
任
集
』
の
断
簡
。『
私
家
集
大
成
』
の
歌
番
号
で
は
、
九
一
番
・

九
○
番
・
四
六
八
番
の
歌
で
あ
る
。
配
列
の
順
番
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

ツ
レ
は
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。
詞
書
・
歌
句
と
も
に
大
異
が
あ
り
、

注
意
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
来
未
紹
介
ら
し
い
の
で
、

こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。（
図　

）
１４
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あ
け
て
の
ゝ
ち
そ
あ
き
と
し
り
ぬ
る

　
　
　
　
　

す
け
の
き
み

　
　
　

は
つ
か
せ
に
の
と
け
き
つ
ゆ
の
は
な
み
れ
は

　
　
　

を
き
て
み
す
へ
き
た
ま
く
し
け
か
な

　
　
　
　
　

花
山
院
お
り
た
ま
ひ
■
の
と
し

　
　
　
　
　

の
御
仏
名
の
つ
と
め
て
け
つ
り
は
な
に

　
　
　
　
　

つ
け
て
み
あ
れ
の
せ
し
に

　
　
　

ほ
と
も
な
く
さ
め
に
し
ゆ
め
の
う
ち
な

　
　

　

�「
藤
原
定
家
卿
（
極
印
不
鮮
明
）」

２６
　

前
述
し
た
伝
藤
原
定
家
筆
「
紹
巴
切
」
で
あ
る
。「
紹
巴
切
」
に
は

模
本
説
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
断
簡
も
大
い
に
疑
問
が
あ

   ．

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
断
簡
は
『
後
撰
集
』
の
巻
十
一
、

七
八
一
〜
七
八
三
番
歌
の
詞
書
ま
で
の
部
分
八
行
で
あ
る
が
、
同
じ
箇

所
の
断
簡
が
『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
載
り
、
七
八
三
番
歌

の
歌
ま
で
の
十
行
で
あ
る
。
末
尾
の
二
行
を
呼
び
継
ぎ
し
た
の
で
な
け

れ
ば
、
同
一
の
も
の
で
は
あ
り
得
ず
、
ど
ち
ら
か
が
写
し
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
今
は
結
論
を
急
が
ず
後
日
の
検
討
に
委
ね
、

こ
こ
に
は
図
版
だ
け
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。（
図　

）
１５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　

成
城
大
学
教
授
）
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